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第１章 総則 
（趣旨） 

第１条 この訓令は、刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律（平成１７年

法律第５０号。以下「法」という。）第２編第２章第１３節の規定による不服申立て

に係る処理を適正に行うため必要な事項を定めるものとする。 
（定義） 

第２条 この訓令において使用する用語は、法及び刑事収容施設及び被収容者等の処

遇に関する法律施行令（平成１８年政令第１９２号）において使用する用語の例に

よる。 
（準拠） 

第３条 法第２編第２章第１３節に規定する不服申立てについては、別に定めがある

もののほか、この訓令の定めるところによる。 
第２章 審査の申請及び再審査の申請 

（申請用紙の交付） 
第４条 刑事施設の長は、被収容者が審査の申請をすることを希望する場合には、そ

の旨の書面を提出するよう求め、その書面が提出されたときは、その被収容者に対



し、速やかに、別記様式第１号の用紙を交付するものとする。 
（申請書の作成及び提出） 

第５条 刑事施設の長は、審査の申請を行う書面（以下「申請書」という。）の作成の

期間、場所等を指定するものとする。 
２ 刑事施設の長は、申請書を自書することができない者から刑事施設の職員が申請

書を代書することを希望する旨の申出があった場合には、刑事施設の長が指名する

職員に代書させるものとする。 
３ 刑事施設の長は、被収容者が二人以上共同して、又は他の者に代わって申請書を

作成することを申し出た場合には、これを認めないものとする。 
４ 刑事施設の長は、被収容者が申請書の発送を申し出た場合には、職員に立ち会わ

せた上、その被収容者に、封筒に申請書を入れさせ、封かんを行わせた後、職員に

提出させるものとする。 
５ 前各項に定めるもののほか、申請書の作成及び提出に関し必要な事項は、矯正局

長が定める。 
（申請期間） 

第６条 法第１５９条において準用する行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）

第１８条第３項の規定により審査の申請期間の計算をするに当たっては、同項の

「送付に要した日数」に刑事施設において申請書の送付手続に要した日数を含める

ものとする。 
（補正） 

第７条 法第１５９条において準用する行政不服審査法第２３条の規定による補正

は、申請書を提出した者（以下「申請人」という。）に補正命令書を送付することに

より行うものとする。 
（執行停止） 

第８条 法第１５９条において準用する行政不服審査法第２５条第２項の規定によ

る執行停止は、書面により行うものとする。 
２ 審査庁である矯正管区の長は、前項の書面を、ファクシミリ装置その他隔地者間

の通信手段で文字による通信内容の記録が受信者に提供されるものを用いて送信

して差し支えない。 
（裁決書の謄本の送付） 

第９条 審査庁である矯正管区の長は、申請人が処分庁と異なる刑事施設に収容され

ている場合には、法第１６１条第２項において準用する行政不服審査法第５１条第

２項及び第４項の規定により裁決書の謄本を申請人及び処分庁に送付するほか、申

請人が収容されている刑事施設の長にも送付するものとする。 
２ 刑事施設の長は、法第１６１条第２項において準用する行政不服審査法第５１条

第２項の規定により裁決書の謄本が申請人に送付されたときは、速やかにこれを交

付するものとする。ただし、釈放その他の事由により申請人に裁決書の謄本を交付



できないときは、審査庁である矯正管区の長に返送する。 
（審査の申請の取下げ） 

第１０条 刑事施設の長は、申請人が、審査の申請を取り下げることを希望する場合

には、その旨の書面を提出するよう求め、その書面が提出されたときは、その者に

対し、別記様式第２号の用紙を交付するものとする。 
２ 刑事施設の長は、審査の申請の取下げを行う書面の作成の期間、場所等を指定す

るものとする。 
３ 審査庁である矯正管区の長は、前項の書面を受理したときは、審査の申請の処理

を終結させるものとする。 
４ 審査の申請の取下げについては、前３項に規定するもののほか、第５条第２項及

び第５項の規定の例による。 
（再審査の申請） 

第１１条 再審査の申請については、第４条から前条までの規定の例による。この場

合において、第４条第１項中「別記様式第１号の用紙」とあるのは「別記様式第３

号の用紙」と、前条第１項中「別記様式第２号の用紙」とあるのは「別記様式第４

号の用紙」とする。 
第３章 事実の申告 

（申告用紙の交付） 
第１２条 刑事施設の長は、被収容者が、矯正管区の長に対する事実の申告をするこ

とを希望する場合には、その旨の書面を提出するよう求め、その書面が提出された

ときは、その被収容者に対し、速やかに、別記様式第５号の用紙を交付するものと

する。 
（申告書の作成及び提出） 

第１３条 刑事施設の長は、矯正管区の長に対する事実の申告を行う書面（以下「申

告書」という。）の作成の期間、場所等を指定するものとする。 
２ 申告書の作成及び提出については、前項に定めるもののほか、第５条第２項から

第５項までの規定の例による。 
（申告期間） 

第１４条 法第１６３条第３項において準用する行政不服審査法第１８条第３項の

規定により矯正管区の長に対する事実の申告期間の計算をするに当たっては、同項

の「送付に要した日数」に刑事施設において申告書の送付手続に要した日数を含め

るものとする。 
（補正） 

第１５条 法第１６３条第３項において準用する行政不服審査法第２３条の規定に

よる補正は、申告書を提出した者（以下「申告人」という。）に補正命令書を送付す

ることにより行うものとする。 
（確認の結果の通知） 



第１６条 矯正管区の長は、法第１６３条第１項に規定する事実の有無について確認

したときは、法第１６４条の規定によりその結果を申告人に通知するほか、申告に

係る刑事施設の長に通知するものとする。 
２ 刑事施設の長は、通知書が申告人に送付されたときは、速やかにこれを交付する

ものとする。ただし、釈放その他の事由により申告人に通知書を交付できないとき

は、申告先である矯正管区の長に返送する。 
（事実の申告の取下げ） 

第１７条 刑事施設の長は、申告人が、事実の申告を取り下げることを希望する場合

には、その旨の書面を提出するよう求め、その書面が提出されたときは、その者に

対し、別記様式第６号の用紙を交付するものとする。 
２ 事実の申告の取下げについては、前項に規定するもののほか、第５条第２項及び

第５項並びに第１０条第２項及び第３項の規定の例による。 
（法務大臣に対する事実の申告） 

第１８条 法務大臣に対する事実の申告については、第１２条から前条までの規定の

例による。この場合において、第１２条中「別記様式第５号の用紙」とあるのは「別

記様式第７号の用紙」と、前条第１項中「別記様式第６号の用紙」とあるのは「別

記様式第８号の用紙」とする。 
第４章 苦情の申出 
第１節 法務大臣に対する苦情の申出 

（申出用紙の交付） 
第１９条 刑事施設の長は、被収容者が、法務大臣に対する苦情の申出をすることを

希望する場合には、その旨の書面を提出するよう求め、その書面が提出されたとき

は、その被収容者に対し、速やかに、別記様式第９号の用紙を交付するものとする。 
（申出書の作成及び提出） 

第２０条 刑事施設の長は、法務大臣に対する苦情の申出を行う書面（以下「大臣申

出書」という。）の作成の期間、場所等を指定するものとする。 
２ 大臣申出書の作成及び提出については、前項に定めるもののほか、第５条第２項

から第５項までの規定の例による。 
（処理の終結） 

第２１条 法務大臣に対する苦情の申出については、次に掲げる場合には、次条の決

定をすることなく処理を終結させる。 
⑴ ２人以上の被収容者が共同して作成した苦情の申出であることが判明したと

き。 
⑵ 所定の手続によることなく代書された苦情の申出であることが判明したとき。 
⑶ 苦情の申出をした被収容者（以下「申出人」という。）が苦情の申出を取り下げ

たとき。 
⑷ 申出人が釈放され、又は死亡したとき。 



２ 法務大臣に対する苦情の申出の趣旨が次の各号のいずれかに該当する場合には、

その苦情の申出については、次条の決定をすることなく処理を終結させる。 
⑴ 既に法務大臣又は監査官に対する苦情の申出に対する決定がなされた事項に

ついての苦情であるとき。 
⑵ 刑事施設から釈放されたことのある申出人について、その釈放前における刑事

施設の措置についての苦情であるとき。 
⑶ 申出人に対してなされた刑事施設の措置以外についての苦情であるとき。 
⑷ 裁量権の範囲の逸脱又は濫用がないことが明らかな措置、申出人に対する影響

が軽微な事実行為その他申出人の権利利益の侵害がないことが明らかな処遇に

ついて、自己の感想、希望又は意見を述べたものであるとき。 
⑸ その趣旨が不明であるとき。 
（決定） 

第２２条 法務大臣に対する苦情の申出が次の各号のいずれかに該当する場合は、不

採択の決定を行う。 
⑴ 苦情の申出に理由があると認められるが、既に是正措置が講じられているとき。 
⑵ 苦情の申出に理由がないと認められるとき。 

２ 苦情の申出に理由があると認められる場合（前項第１号に該当する場合を除く。）

は、採択の決定を行う。 
３ 刑事施設の長は、前項の規定による決定が行われた場合において、必要があると

認めるときは、是正措置を執るものとする。 
（処理の結果の通知） 

第２３条 第２１条の規定により処理を終結させた場合又は前条の規定により決定

が行われた場合においては、申出人を収容する刑事施設の長にその旨を通知するも

のとする。 
２ 申出人を収容する刑事施設の長と不服とする措置又は処遇が行われた刑事施設

の長が異なる場合には、当該措置又は処遇が行われた刑事施設の長に対しても、前

項と同様の通知をするものとする。 
３ 法第１６６条第３項の規定による通知は、前項の規定により通知を受けた刑事施

設の長又はその指名する職員が、申出人に口頭で告知することによって行うものと

する。 
４ 刑事施設の長は、被収容者の釈放その他の事由により申出人に前項の通知をする

ことができないときは、視察表又は刑事施設の長の定める帳簿等にその旨を記録す

るものとする。 
（苦情の申出の取下げ） 

第２４条 刑事施設の長は、申出人が、苦情の申出を取り下げることを希望する場合

には、その旨の書面を提出するよう求め、その書面が提出されたときは、その者に

対し、速やかに、別記様式第１０号の用紙を交付するものとする。 



２ 前項の取下げについては、前項に規定するもののほか、第５条第２項及び第５項

並びに第１０条第２項の規定の例による。 
第２節 監査官に対する苦情の申出 

（事前告知） 
第２５条 刑事施設の長は、法第５条の規定により実地監査が行われるに当たっては、

事前に、被収容者に対し、監査官に対する苦情の申出をすることができる旨を告知

するものとする。 
（書面による苦情の申出） 

第２６条 刑事施設の長は、被収容者が書面で監査官に対する苦情の申出をすること

を希望する場合には、その旨の書面を提出するよう求め、その書面が提出されたと

きは、その被収容者に対し、速やかに、別記様式第１１号の用紙を交付するものと

する。 
（申出書の作成及び提出） 

第２７条 刑事施設の長は、書面で監査官に対する苦情の申出をすることを希望する

被収容者について、監査官に対する苦情の申出を行う書面（以下「監査官申出書」

という。）の作成の期間、場所等を指定するものとする。 
２ 監査官申出書の作成及び提出については、前項に定めるもののほか、第５条第２

項から第５項までの規定の例による。 
（口頭による苦情の申出） 

第２８条 刑事施設の長は、被収容者が口頭で監査官に対する苦情の申出をすること

を希望する場合には、その旨の書面を提出するよう求めるものとする。 
２ 監査官は、被収容者から苦情の申出の内容を聴取するときは、合理的に必要な範

囲で、被収容者一人当たりの聴取時間等を定めることができる。 
３ 監査官は、国語による会話が困難な被収容者が、口頭による監査官に対する苦情

の申出を行う場合において、刑事施設の職員による通訳を願い出たときは、これを

許すことができる。 
４ 前項の規定により、通訳を行った刑事施設の職員は、苦情の申出の内容を当該刑

事施設の他の職員に漏らしてはならない。 
（処理の終結） 

第２９条 監査官は、実地監査を命じられた刑事施設における苦情の申出をした被収

容者に対する刑事施設の長の措置その他当該被収容者が受けた処遇以外の事項に

ついて苦情の申出を受けたときは、決定することなく処理を終結させる。 
（法務大臣に対する苦情の申出の規定の準用） 

第３０条 監査官に対する苦情の申出については、第２５条から前条までに規定する

もののほか、第２１条から第２４条までの規定の例による。この場合において、同

条第１項中「別記様式第１０号の用紙」とあるのは「別記様式第１２号の用紙」と

する。 



第３節 刑事施設の長に対する苦情の申出 
（申出用紙の交付等） 

第３１条 刑事施設の長は、被収容者が書面で刑事施設の長に対する苦情の申出をす

ることを希望する場合には、その旨の書面を提出するよう求め、その書面が提出さ

れたときは、その被収容者に対し、速やかに、刑事施設の長に対する苦情の申出を

行う書面（以下「施設長申出書」という。）の用紙を交付するものとする。 
２ 刑事施設の長は、被収容者が口頭で刑事施設の長に対する苦情の申出をすること

を希望するときは、その旨及び苦情の申出の趣旨を記載した書面を提出させるもの

とする。 
３ 施設長申出書の用紙の様式は、刑事施設の長が定めるものとする。 
（申出書の作成及び提出） 

第３２条 刑事施設の長は、書面で刑事施設の長に対する苦情の申出をすることを希

望する被収容者について、施設長申出書の作成の期間、場所等を指定するものとす

る。 
２ 施設長申出書の作成及び提出については、前項に定めるもののほか、第５条第２

項、第３項及び第５項の規定の例による。 
（処理の結果の通知） 

第３３条 法第１６８条第４項において準用する法第１６６条第３項の規定による

通知は、刑事施設の長又はその指名する職員が、苦情の申出をした被収容者に口頭

で告知することによって行う。 
２ 刑事施設の長は、被収容者の釈放その他の事由により当該被収容者に処理の結果

の通知をすることができないときは、視察表又は刑事施設の長の定める帳簿等にそ

の旨を記録するものとする。 
（是正措置等） 

第３４条 刑事施設の長は、刑事施設の長に対する苦情の申出に理由があると認めら

れる場合において、必要があると認めるときは、是正措置その他必要な措置を執る

ものとする。 
（法務大臣に対する苦情の申出の規定の準用） 

第３５条 刑事施設の長に対する苦情の申出については、第３２条から前条までに規

定するもののほか、第２１条及び第２４条の規定の例による。この場合において、

同条第１項中「別記様式第１０号の用紙」とあるのは「刑事施設の長が定める用紙」

とする。 
第５章 補則 

（労役場留置者及び監置場留置者） 
第３６条 労役場留置者又は監置場留置者による審査の申請、再審査の申請、矯正管

区の長又は法務大臣に対する事実の申告及び苦情の申出については、この訓令中の

被収容者に関する規定を準用する。 



附 則 
この訓令は、法の施行の日（平成１８年５月２４日）から施行する。 

附 則〔平成１９年法務省矯総訓第３３６１号大臣訓令〕 
この訓令は、刑事施設及び受刑者の処遇等に関する法律の一部を改正する法律（平

成１８年法律第５８号）の施行の日（平成１９年６月１日）から施行する。 
   附 則〔平成２８年法務省矯総訓第１号大臣訓令〕 
 （施行期日） 
１ この訓令は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）の施行の日（平成２８

年４月１日）から施行する。 
 （経過措置） 
２ 刑事施設の長の措置についての審査の申請又は再審査の申請であってこの訓令

の施行前にされた措置に係るものについては、なお従前の例による。 
３ 刑事施設の職員による行為についての事実の申告であってこの訓令の施行前に

された行為に係るものについては、なお従前の例による。 
   附 則〔平成３０年法務省矯総訓第１号大臣訓令〕 
 この訓令は、平成３０年３月１日から施行する。 

附 則〔令和３年法務省矯総訓第６号大臣訓令〕 
この訓令は、令和３年９月１日から施行する。 

 
 



別記様式第１号 

審 査 申 請 書 
 

 矯正管区長 殿 

 

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第１５７条第１項の規定に

より、審査の申請をします。 

申請日      年    月    日 
 

  

審

査

の

申

請

に

係

る

措

置 

措 置 の 告 知 が あ っ た 日 又 は 

措 置 が あ っ た こ と を 知 っ た 日      年    月    日 
 

措 置 を 行 っ た 刑 事 施 設  

 

措 置 の 内 容 
 

※括弧内は法 157条 1項

の該当号 

※該当する□１か所に✓

をすること 

□自弁物品使用等不許可(1 号) 

□領置金使用・金品交付等不許可(2 号) 

□指名医診療不許可等(3 号) 

□宗 教 行 為 禁 止 等(4 号) 

□書 籍 等 閲 覧 禁 止 等(5 号) 

□書籍等翻訳費用負担(6 号) 

□規律秩序維持等のための隔離(7 号) 

□作業報奨金支給(釈放時)(8 号) 

□障 害 手 当 金 支 給(9 号) 

□特別手当金支給(釈放時)(10 号) 

□信 書 発 受 禁 止 等(11 号) 

□不許可信書等引渡し制限(釈放時)(12 号) 

□面 会 通 訳 費 用 等 負 担(13 号) 

□懲 罰(14 号) 

□反則行為に係る物の国庫帰属(15 号) 

□調 査 の た め の 隔 離(16 号) 

申 請 の 趣 旨 
 

※不服とする理由は裏面に

記入すること 

 

の取消し（変更）を求める。 

教 示 の 有 無 及 び 

そ の 内 容 
※□に✓をすること 

□なし  □あり（           ） 
 

氏 名 ・ 性 別                （指印不要）      男 ・ 女 

生 年 月 日 ・ 年 齢 年   月   日生 歳 

収 容 刑 事 施 設  

釈 放 後 の 住 所  

 

※１枚
まい

の審査
しんさ

申請書
しんせいしょ

につき１個
こ

の措置
そ ち

のみ記入
きにゅう

し、２個
こ

以上
いじょう

の措置
そ ち

について審査
しんさ

の申請
しんせい

をする

場合
ばあい

には、新
あら

たに審査
しんさ

申
しん

請書
せいしょ

の交付
こうふ

を受
う

けて 行
おこな

うこと。 

※不服
ふふく

とする措置
そ ち

の特定
とくてい

が困難
こんなん

になるため、表面
おもてめん

、裏面
うらめん

共
とも

に必
かなら

ず太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。太枠
ふとわく

の外
そと

に

記載
きさい

された内容
ないよう

については、申請
しんせい

に係
かか

る記載
きさい

として取
と

り 扱
あつか

わないことがあるので留意
りゅうい

すること。 
 



 
 

審 査 の 申 請 の 理 由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式第２号 

取 下 書 （ 審 査 の 申 請 ） 
 

  

 矯正管区長 殿 

 

私が提出した次の審査の申請を取り下げます。 

 
 

取 下 日 年     月     日 

氏 名 （指印不要）  

収容刑事施設  

審査の申請 

をした日等 
 

※□に✓をし、  に 

 必要事項を記入するこ

と 

 

□上記取下日までに提出した 

全ての審査の申請 

 

□    年   月   日から 

    年   月   日までの間に提出した 

審査の申請 

 

□    年   月   日に提出した審査の申請 

 

□その他（                     

                           

                          ） 
 

 

※太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。 
 

 



別記様式第３号 

再 審 査 申 請 書 
 

 法務大臣 殿 
 

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第１６２条第１項の規定に

より、再審査の申請をします。 

申請日      年    月    日 
 

  
 

原

裁

決 

審 査 の 申 請 の 事 案 番 号 
  管     年(審)第    号 

 

審査の申請の裁決の告知があった日  
     年    月    日 

 

  

再

審

査

の

申

請

に

係

る

措

置 

 

措 置 の 内 容 
 

※括弧内は法 157条 1項

の該当号 

※該当する□１か所に✓

をすること 

□自弁物品使用等不許可 (1 号) 

□領置金使用・金品交付等不許可(2 号) 

□指名医診療不許可等(3 号) 

□宗 教 行 為 禁 止 等 (4 号) 

□書 籍 等 閲 覧 禁 止 等 (5 号) 

□書籍等翻訳費用負担(6 号) 

□規律秩序維持等のための隔離(7 号) 

□作業報奨金支給(釈放時)(8 号) 

□障 害 手 当 金 支 給(9 号) 

□特別手当金支給(釈放時) (10号) 

□信 書 発 受 禁 止 等(11号) 

□不許可信書等引渡し制限(釈放時)(12号) 

□面 会 通 訳 費 用 等 負 担(13号) 

□懲 罰(14号) 

□反則行為に係る物の国庫帰属(15号) 

□調 査 の た め の 隔 離(16号) 

申 請 の 趣 旨 
 

※不服とする理由は裏面に

記入すること 

 

の取消し（変更）を求める。 

教 示 の 有 無 及 び 

そ の 内 容 
※□に✓をすること 

□なし  □あり（           ） 

 

氏 名 ・ 性 別 （指印不要） 男 ・ 女 

生 年 月 日 ・ 年 齢 年   月   日生 歳 

収 容 刑 事 施 設   

釈 放 後 の 住 所   

 

※１枚
まい

の再審査
さいしんさ

申請書
しんせいしょ

につき１個
こ

の原裁決
げんさいけつ

のみ記入
きにゅう

し、２個
こ

以上
いじょう

の再審査
さいしんさ

の申請
しんせい

をする場合
ばあい

には、新
あら

たに再審査
さいしんさ

申
しん

請書
せいしょ

の交付
こうふ

を受
う

けて 行
おこな

うこと。 

※不服
ふ ふ く

とする措置
そ ち

の特定
とくてい

が困難
こんなん

になるため、表面
おもてめん

、裏面
うらめん

共
とも

に必
かなら

ず太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。太枠
ふとわく

の外
そと

に記載
き さ い

された内容
ないよう

については、申請
しんせい

に係
かか

る記載
き さ い

として取
と

り扱
あつか

わないことがあるので留意
りゅうい

すること。
 



 

再審査の申請の理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式第４号 

取 下 書 （ 再 審 査 の 申 請 ） 
 

 法務大臣 殿 
 

私が提出した次の再審査の申請を取り下げます。 

 
 

取 下 日 年     月     日 

氏 名 （指印不要）  

収容刑事施設  

再審査の申請 

をした日等 
 

※□に✓をし、  に 

 必要事項を記入するこ

と 

 

□上記取下日までに提出した 

全ての再審査の申請 

 

□    年   月   日から 

    年   月   日までの間に提出した 

再審査の申請 

 

□    年   月   日に提出した再審査の申請 

 

□その他（                     

                           

                          ） 
 

 

※太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。 
 

 

 



別記様式第５号 

事 実 申 告 書 
 

 矯正管区長 殿 

 

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第１６３条第１項の規定に

より、矯正管区の長に対し、事実の申告をします。 

申告日      年    月    日 
 

  
 

申

告

す

る

事

実 

事 実 が あ っ た 日  
     年    月    日 

 

事 実 が あ っ た 刑 事 施 設 
 

 

該 当 条 項 
 

※括弧内は法 163 条 1

項の該当号 

※該当する□に✓を 

 すること 

□身 体 に 対 す る 違 法 な 有 形 力 の 行 使(１号) 

□違法又は不当な捕縄、手錠又は拘束衣の使用(２号) 

□違 法 又 は 不 当 な 保 護 室 へ の 収 容(３号) 

申 告 の 趣 旨 
 

※どこで、どのような行

為がなされたのかを簡

潔に記入すること 

※不服とする理由は裏面

に記入すること 

 

 

 

教 示 の 有 無 及 び 

そ の 内 容 
※□に✓をすること 

□なし  □あり（           ） 

 

氏 名 ・ 性 別 （指印不要） 男 ・ 女 

生 年 月 日 ・ 年 齢 年   月   日生 歳 

収 容 刑 事 施 設   

 

※申告
しんこく

事項
じ こ う

は１枚
まい

の事実
じ じ つ

申告書
しんこくしょ

につき１個
こ

の職員
しょくいん

の行為
こ う い

のみ記入
きにゅう

し、２個
こ

以上
いじょう

の職員
しょくいん

の行為
こ う い

について事実
じ じ つ

の申告
しんこく

をする場合
ば あ い

には、新
あら

たに事実
じ じ つ

申告書
しんこくしょ

の交付
こ う ふ

を受
う

けて 行
おこな

うこと。 

※申告
しんこく

事項
じ こ う

の特定
とくてい

が困難
こんなん

になるため、表面
おもてめん

、裏面
うらめん

共
とも

に 必
かなら

ず太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。太枠
ふとわく

の外
そと

に記載
き さ い

された内容
ないよう

については、申告
しんこく

に係
かか

る記載
き さ い

として取
と

り 扱
あつか

わないことがあるので留意
りゅうい

すること。０
0

 
 



 

申 告 の 理 由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式第６号 

取下書（矯正管区の長に対する事実の申告） 
 

  

 矯正管区長 殿 

 

私が提出した次の矯正管区の長に対する事実の申告を取り下げます。 

 
 

取 下 日 年     月     日 

氏 名 （指印不要）  

収容刑事施設  

事実の申告 

をした日等 
 

※□に✓をし、  に 

 必要事項を記入するこ

と 

 

□上記取下日までに提出した 

全ての矯正管区の長に対する事実の申告 

 

□    年   月   日から 

    年   月   日までの間に提出した 

矯正管区の長に対する事実の申告 

 

□    年   月   日に提出した 

矯正管区の長に対する事実の申告 

 

□その他（                     

                           

                          ） 
 

 

※太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。 
 

 

 



別記様式第７号 

事 実 再 申 告 書 
 

 法務大臣 殿 
 

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第１６５条第１項の規定に

より、法務大臣に対し、事実の申告をします。 

申告日      年    月    日 
 

  

原

通

知 

事 実 の 申 告 の 事 案 番 号 
   管     年(事)第    号 

 

事 実 の 申 告 の 通 知 が あ っ た 日 
     年    月    日 

 
 

申

告

す

る

事

実 

 

該 当 条 項 
 

※括弧内は法 163 条 1

項の該当号 

※該当する□に✓を 

 すること 

□身 体 に 対 す る 違 法 な 有 形 力 の 行 使(１号) 

□違法又は不当な捕縄、手錠又は拘束衣の使用(２号) 

□違 法 又 は 不 当 な 保 護 室 へ の 収 容(３号) 

申 告 の 趣 旨 
 

※どこで、どのような行

為がなされたのかを簡

潔に記入すること 

※不服とする理由は裏面

に記入すること 

 

 

 

 

氏 名 ・ 性 別 （指印不要） 男 ・ 女 

生 年 月 日 ・ 年 齢 年   月   日生 歳 

収 容 刑 事 施 設   

 

※１枚
まい

の事実
じじつ

再
さい

申告書
しんこくしょ

につき１個
こ

の原通知
げんつうち

のみ記入
きにゅう

し、２個
こ

以上
いじょう

の事実
じじつ

の申告
しんこく

をする場合
ばあい

には、新
あら

たに事実
じじつ

再
さい

申告書
しんこくしょ

の交付
こうふ

を受
う

けて 行
おこな

うこと。 

※申告
しんこく

事項
じ こ う

の特定
とくてい

が困難
こんなん

になるため、表面
おもてめん

、裏面
うらめん

共
とも

に 必
かなら

ず太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。太枠
ふとわく

の外
そと

に記載
き さ い

された内容
ないよう

については、申告
しんこく

に係
かか

る記載
き さ い

として取
と

り 扱
あつか

わないことがあるので留意
りゅうい

すること。０
0

 
 



 

申 告 の 理 由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式第８号 

取下書（法務大臣に対する事実の申告） 
 

 法務大臣 殿 
 

私が提出した次の法務大臣に対する事実の申告を取り下げます。 

 
 

取 下 日 年     月     日 

氏 名 （指印不要）  

収容刑事施設  

事実の申告 

をした日等 
 

※□に✓をし、  に 

 必要事項を記入するこ

と 

 

□上記取下日までに提出した 

全ての法務大臣に対する事実の申告 

 

□    年   月   日から 

    年   月   日までの間に提出した 

法務大臣に対する事実の申告 

 

□    年   月   日に提出した 

法務大臣に対する事実の申告 

 

□その他（                     

                           

                          ） 
 

 

※太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。 
 

 

 



別記様式第９号 

苦情申出書（法務大臣） 
 

 法務大臣 殿 
 

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第１６６条第１項の規定に

より、法務大臣に対し、苦情の申出をします。 

申出日 
     年    月    日 

 

  
 

不

服

と

す

る

措

置

又

は

処

遇

 

措置又は処遇が行われた（又は開始された）日  
 

(複数の日を記載しないこと)      年    月    日 
 

措置又は処遇が行われた刑事施設   

措 置 又 は 処 遇 が 行 わ れ た 場 所  

措置又は処遇の 

内容 
 

(どのような措置又

は処遇がなされたの

かを簡潔に記入し、

補足事項がある場合

には裏面に記入する

こと) 

 

 

 

 

氏 名 ・ 性 別 （指印不要） 男 ・ 女 

生 年 月 日 ・ 年 齢 年   月   日生 歳 

収 容 刑 事 施 設   

 

※１枚
まい

の苦情
くじょう

申出書
もうしでしょ

につき１個
こ

の措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

に関
かん

する不服
ふ ふ く

のみ処理
し ょ り

がなされるので、   不服
ふ ふ く

とする措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

が２個
こ

以上
いじょう

ある場合
ば あ い

には、新
あら

たに苦情
くじょう

申出書
もうしでしょ

の交付
こ う ふ

を受
う

けること。 

※不服
ふ ふ く

とする措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

の特定
とくてい

が困難
こんなん

になるため、 必
かなら

ず太
ふと

枠内
わくない

に指定
し て い

された事項
じ こ う

を記入
きにゅう

  

すること。太枠
ふとわく

の外
そと

や指定
し て い

された枠
わく

以外
い が い

に記載
き さ い

された内容
ないよう

については、申出
もうしで

に係
かか

る記載
き さ い

とし

て取
と

り 扱
あつか

わないことがあるので留意
りゅうい

すること。 

※法務
ほ う む

大臣
だいじん

に対
たい

する苦情
くじょう

の申出
もうしで

をする場合
ば あ い

には、必
かなら

ずこの用紙
よ う し

を使用
し よ う

すること（便箋
びんせん

等
とう

の

別
べつ

の用紙
よ う し

に記載
き さ い

しないこと）。 

 



 

補 足 記 載 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表面
おもてめん

の「措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

の内容
ないよう

」を補足
ほ そ く

する内容
ないよう

のみ記入
きにゅう

すること。それ以外
い が い

の措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

について不服
ふ ふ く

がある場合
ば あ い

には、 必
かなら

ず新
あら

たに苦情
くじょう

申出書
もうしでしょ

の交付
こ う ふ

を受
う

けて 行
おこな

うこと。 

※表面
おもてめん

の「措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

の内容
ないよう

」を補足
ほ そ く

する内容
ないよう

以外
い が い

の内容
ないよう

について記入
きにゅう

してある場合
ば あ い

には、

その内容
ないよう

については苦情
くじょう

の申出
もうしで

として処理
し ょ り

されない場合
ば あ い

がある。



別記様式第１０号 

取下書（法務大臣に対する苦情の申出） 
 

 法務大臣 殿 
 

私が提出した次の法務大臣に対する苦情の申出を取り下げます。 

 
 

取 下 日 年     月     日 

氏 名 （指印不要）  

収容刑事施設  

苦情の申出 

をした日等 
 

※□に✓をし、  に 

 必要事項を記入するこ

と 

 

□上記取下日までに提出した 

全ての法務大臣に対する苦情の申出 

 

□    年   月   日から 

    年   月   日までの間に提出した 

法務大臣に対する苦情の申出 

 

□    年   月   日に提出した 

法務大臣に対する苦情の申出 

 

□その他（                     

                           

                          ） 
 

 

※太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。 
 

 

 

 



別記様式第１１号 

苦 情 申 出 書 （ 監 査 官 ） 
 

 監 査 官 殿 
 

刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第１６７条第１項の規定に

より、監査官に対し、苦情の申出をします。 

提出日 
     年    月    日 

 

  
 

不

服

と

す

る

措

置

又

は

処

遇

 

措置又は処遇が行われた（又は開始された）日  
 

(複数の日を記載しないこと)      年    月    日 
 

措置又は処遇が行われた刑事施設  
 

措 置 又 は 処 遇 が 行 わ れ た 場 所  

措置又は処遇の 

内容 
 

(どのような措置又

は処遇がなされたの

かを簡潔に記入し、

補足事項がある場合

には裏面に記入する

こと) 

 

 

 

氏 名 ・ 性 別 （指印不要） 男 ・ 女 

生 年 月 日 ・ 年 齢 年   月   日生 歳 

収 容 刑 事 施 設   

 

※１枚
まい

の苦情
くじょう

申出書
もうしでしょ

につき１個
こ

の措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

に関
かん

する不服
ふふく

のみ処理
しょり

がなされるので、

不服
ふふく

とする措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

が２個
こ

以上
いじょう

ある場合
ば あ い

には、新
あら

たに苦情
くじょう

申出書
もうしでしょ

の交付
こ う ふ

を受
う

けること。 

※不服
ふ ふ く

とする措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

の特定
とくてい

が困難
こんなん

になるため、 必
かなら

ず太
ふと

枠内
わくない

に指定
し て い

された事項
じ こ う

を記入
きにゅう

すること。太枠
ふとわく

の外
そと

や指定
し て い

された枠
わく

以外
い が い

に記載
き さ い

された内容
ないよう

については、申出
もうしで

に係
かか

る記載
き さ い

とし

て取
と

り 扱
あつか

わないことがあるので留意
りゅうい

すること。 

※監査官
か ん さ か ん

に対
たい

する苦情
くじょう

の申出
もうしで

をする場合
ば あ い

には、必
かなら

ずこの用紙
よ う し

を使用
し よ う

すること（便箋
びんせん

等
とう

の 別
べつ

の用紙
よ う し

に記載
き さ い

しないこと）。 

 



 

補 足 記 載 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表面
おもてめん

の「措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

の内容
ないよう

」を補足
ほ そ く

する内容
ないよう

のみ記入
きにゅう

すること。それ以外
い が い

の措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

について不服
ふ ふ く

がある場合
ば あ い

には、 必
かなら

ず新
あら

たに苦情
くじょう

申出書
もうしでしょ

の交付
こ う ふ

を受
う

けて 行
おこな

うこと。 

※表面
おもてめん

の「措置
そ ち

又
また

は処遇
しょぐう

の内容
ないよう

」を補足
ほ そ く

する内容
ないよう

以外
い が い

の内容
ないよう

について記入
きにゅう

してある場合
ば あ い

には、

その内容
ないよう

については苦情
くじょう

の申出
もうしで

として処理
し ょ り

されない場合
ば あ い

がある。



別記様式第１２号 

取下書（監査官に対する苦情の申出） 
 

 監査官 殿 
 

私が申し立てた次の監査官に対する苦情の申出を取り下げます。 

 
 

取 下 日 年     月     日 

氏 名 （指印不要）  

収容刑事施設  

苦情の申出 

をした日等 
 

※□に✓をし、  に 

 必要事項を記入するこ

と 

 

□上記取下日までに申し立てた 

全ての監査官に対する苦情の申出 

 

 

□    年   月   日に申し立てた 

監査官に対する苦情の申出 

 

 

□その他（                     

                           

                          ） 
 

 

※太
ふと

枠内
わくない

に記入
きにゅう

すること。 
 

 


